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論文審査の要旨 

 覚醒剤精神病はメタンフェタミンの乱用によって、幻覚や妄想といった症状

が生じるが、統合失調症の幻覚や妄想との区別が難しい。また幻覚や妄想など

の陽性症状だけでなく、感情の平板化などの陰性症状や作業記憶などの認知機

能障害も両疾患で認められ、臨床症状や薬理学的特徴において両疾患は酷似し

ており、適切に鑑別するのは困難な状況にある。両疾患の鑑別は治療的介入、

特に再発予防のための心理教育，社会復帰援助などにおいて介入方法が異なっ

てくるため、正確な鑑別診断の確立が期待されている。 

 本研究は年齢、性別や知能指数を一致させ、神経症状評価において精神症状

に有意差がない背景の類似した覚醒剤精神病と統合失調症を対象とし、日常診

療で簡易に検査をおこなえる近赤外線スペクトロスコピィを用い、血液動態反

応を反映する酸素化ヘモグロビンの変化を、言語流暢性課題遂行時の前頭領域

において測定し、大脳皮質の脳血流の変化を両疾患で比較検討した。その結果、

前頭葉の右背外側前頭前野において、統合失調症では酸化ヘモグロビンの変化

はなかったが、覚醒剤精神病では同部位での酸化ヘモグロビンは統合失調症に

比べ、有意に増加していた。このことから統合失調症は覚醒剤精神病に比較し

て，前頭前野における血流動態反応が低下しており，前頭葉機能が低下してい

ることが示唆された。 

 本研究は、臨床症状から鑑別に苦慮する覚醒剤精神病と統合失調症について、

近赤外線スペクトロスコピィが鑑別に有用であることを明らかにし、精神医学

分野において有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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